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1 10万市民の健康を維持する

Ａ

総合評価

老人保健法に基づいて実施される保健事業の一つであり、今後とも相談者が安心して納得できる内容の対
応ができるように事業の充実を図りながら、継続をしていきます。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

健康相談来所者数 人
424

目標

来所者の満足度を調査することには無理があるので、来所者数に
よりこの事業の必要度を判断し、指標とします。
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事業の目的の成果を測る指標

125

60

1,440

1,577

265

①定期的な健康相談を開催　　　　開催場所　　いがまち保健福祉センター（1回／月）、壬生野ふれあいセンター（1回／2月）
②不定期に健康相談を開催　　　　開催場所　　小杉高齢者等活性化センター、　　いがまち保健福祉センター
③電話による相談　　　　　　　　　　電話での健康相談に応じました

老人保健法終了年度開始年度 昭和 年度

ソフト事業

概ね40歳以上の方

事業名

基本施策

497

伊賀市　事務事業評価シート

健康に関する相談に保健師が応じ、血圧測定や検尿、身体測定を実施す
ることで、自らの健康管理能力を高めることができます。

成果（どうなるのか）

健康相談事業

担当部課名 保健事業伊賀支所健康福祉課

1,440 1,440

0.2 0.2 0.2

根拠法令・要綱等平成

138 138

1,486 1,486

1,578
128 92 92

需用費
役務費
使用料
その他

1,705

138
80

老人保健法施行時は、相談会場を多数設けて実施する傾向が強かったのですが、保健福祉センターの開所に伴い、相談を希望する方が都合のよ
い時間帯に随時保健福祉センターを訪れるという方式に変化をしてきています。保健福祉センターに来所すれば、保健師や栄養士と面談できるとい
うことは広く支所内の住民の方に浸透していると考えています。今後、相談者の動向をみながら実施回数や場所の設定について検討をしていく必要
があります。
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国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


